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従
来
は
人
に
感
染
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
変
化
し
、
人
か
ら
人
へ
と

容
易
に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
呼
び
ま

す
。

◇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
変
異
し
て

起
こ
る

　

人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
は
大
き
く
分
け
て
、
Ａ

型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
3
種
類
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
大

流
行
を
起
こ
す
の
は
、
Ａ
型
で

す
。

　

Ａ
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
、
さ
ら
に
細
か
く
１

４
４
種
類
（
亜
型
）
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
そ
の

す
べ
て
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
の
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
絶

え
ず
変
化
し
て
お
り
、
数
十
年

に
一
度
の
頻
度
で
、
そ
れ
ま
で

人
に
は
感
染
し
な
か
っ
た
、
ま

っ
た
く
新
し
い
亜
型
の
ウ
イ
ル

ス
が
人
か
ら
人
へ
も
感
染
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
変
化
し
て
人
か
ら
人
へ
と

う
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
と
呼
び
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

誰
も
免
疫
を
も
っ
て
い
な
い
の

で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
感
染
症

に
よ
る
世
界
的
流
行
）
が
起
こ

り
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
本

来
は
鳥
類
で
流
行
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
す
。
２
０
０
３
年

以
来
、
Ｈ
5
Ｎ
１
型
の
感
染
が

拡
大
し
て
お
り
、
3
億
羽
を
超

え
る
鳥
が
死
ん
だ
り
、
処
分
さ

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
１
９
９

７
年
に
は
香
港
で
Ｈ
5
Ｎ
１
型

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
初
め
て

人
に
感
染
し
、
そ
れ
以
降
、
人

へ
の
感
染
が
増
え
て
い
ま
す
。

◇
ど
う
し
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
？

　

Ｈ
5
Ｎ
ｌ
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
人
へ
の
感
染
が
増
え
続

け
て
お
り
、
し
か
も
、
致
死
率

が
非
常
に
高
い
た
め
で
す
。

　

さ
ら
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
も
と
に
な
る
点
で
、
と
く
に

動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
す
べ
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
由
来
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
を
続
け
る
と
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
リ

ス
ク
を
高
め
て
し
ま
う
の
で
す
。

◇
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
、

弱
毒
型
と
強
毒
型
の
2
種
類
が

あ
り
ま
す

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
、
も
と
も
と
は
、
水
鳥
の

腸
管
内
で
無
害
な
状
態
で
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
、
鶏
な
ど
が
感
染

し
て
も
卵
の
生
み
が
悪
く
な
る

程
度
の
影
響
し
か
で
な
い
「
弱

毒
型
」
で
す
。
し
か
し
、
一
部

の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
鶏
な
ど
に
感
染
し
た
と
き

に
強
毒
性
を
示
し
ま
す
。「
強

毒
型
」
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
鶏
は
、
全
身
で
感

染
を
起
こ
し
、
1
～
2
日
で
ほ

ぼ
１
０
０
％
死
に
至
り
ま
す
。

　

現
在
、
鳥
類
の
間
で
は
Ｈ
5

Ｎ
１
型
（
強
毒
型
）
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
お
り
、

人
へ
の
感
染
も
続
い
て
い
ま
す
。

非
常
に
毒
性
の
強
い
こ
の
ウ
イ

ル
ス
が
人
の
間
で
流
行
す
る
新

型
に
変
化
す
る
可
能
性
が
高
い

と
多
く
の
専
門
家
が
考
え
て
お

り
、
世
界
中
で
対
策
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◇
Ｈ
5
Ｎ
1
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
し
た
人
は
非
常
に

重
症

　

Ｈ
5
Ｎ
1
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
人
へ
感
染
し
た
場
合

も
鶏
と
同
様
に
全
身
で
ウ
イ
ル

ス
が
増
え
る
強
毒
性
を
示
し
て

い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
関
）
が
確
認
し
て
い
る
だ
け

で
３
８
５
人
が
感
染
し
、
致
死

率
は
60
％
を
超
え
て
い
ま
す

（
２
０
０
８
年
6
月
）。
感
染

者
は
、
発
熱
、
咳
の
ほ
か
に
、

多
臓
器
不
全
を
起
こ
し
、
肺
炎

か
ら
呼
吸
不
全
な
ど
で
死
に
至

る
と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
Ｈ
5
Ｎ
1
型
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
と
、

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
も

ち
ろ
ん
、
過
去
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
も
ま
っ
た
く
異
な

る
危
険
度
の
高
い
感
染
症
と
な

る
可
能
性
が
大
き
く
、
現
在
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

◇
若
年
者
の
感
染
者
、
死
亡
者

が
多
い
の
が
特
徴

　

Ｈ
5
Ｎ
1
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
特
徴
は
、
10
代
・
20
代

の
致
死
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
理
由
は
、
体
の
免
疫
機

能
が
過
剰
反
応
し
、
自
分
自
身

の
組
織
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

「
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・
ス
ト
ー
ム
」

が
起
き
て
い
る
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
カ
イ

ン
・
ス
ト
ー
ム
は
、
免
疫
機
能

が
よ
く
働
い
て
い
る
若
い
年
代

が
引
き
起
こ
し
や
す
い
現
象
で

す
。
こ
れ
が
起
こ
る
と
あ
ら
ゆ

る
臓
器
が
損
傷
し
、
重
篤
な
状

態
に
な
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
か

ぜ
で
も
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・
ス

ト
ー
ム
が
起
こ
っ
た
た
め
、
若

年
者
の
死
亡
者
が
多
か
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

インフルエンザって

かぜとは違うの？

違います。
かぜとインフルエンザは原因となる
ウイルスが異なる別の病気です。
かぜのひどくなったものが
インフルエンザではありません。

H５N１型鳥インフルエンザウイルスの
人での感染例の年齢分布と病後の経過（患者数）
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10 代・20代に
感染者が多く、致死率も高い

死亡者
生存者

（年齢）WHO（世界保健機関）資料より

「新型インフルエンザ予防マニュアル」（知識のワクチン）より
新型インフルエンザについて

「新型インフルエンザ予防マニュアル」（知識のワクチン）より

緊急特集

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
何
か
？

■
そ
も
そ
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
何
？

■
出
現
が
恐
れ
ら
れ
る
Ｈ
５
Ｎ
１
型
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

これまでにもあった
「新型インフルエンザ」

　20世紀には、スペインかぜ、アジアかぜ、
香港かぜの3度の新型インフルエンザによ
る大流行がありました。なかでもスペイン
かぜは、膨大な犠牲者が出ました。日本で
はかぜといわれますが、いずれも当時の新
型インフルエンザでした。

過去の新型インフルエンザ
1918年　スペインかぜ（Ｈ1Ｎ1）
1957年　アジアかぜ（Ｈ2Ｎ2）
1968年　香港かぜ（Ｈ3Ｎ2）

スペインかぜ（1918 〜 1920年）の被害
世界での被害

世界人口� 18億人
感染発症者� 5 ～ 10億人
死者� 4,000 ～ 8,000万人

日本での被害
日本の人口� 5,500万人
感染発症者� 2,300万人
死者� 38 ～ 45万人

知識の
ホソク �通常のインフルエンザ（季節性のインフルエンザ）

　通常、単にインフルエンザというときには、冬季に流行する季節性のイ
ンフルエンザを指します。現在、季節性のインフルエンザには、Ａ型のＨ
1Ｎ1ウイルス（ソ連型）、Ｈ3Ｎ2ウイルス（香港型）、Ｂ型ウイルスがあり
ます。ほとんどの人がそれらウイルスに対して過去の感染やワクチン接種
によって基礎免疫をもっています。そのため、感染しても高齢であること
や基礎疾患などのリスク要因のない人ではあまり重症化することはありま
せん。新型インフルエンザとの関係でいえば、現在の季節性のインフルエ
ンザは、過去の新型インフルエンザが長年変異を重ねた子孫といえます。

◆不審メールに注意！！
　国立感染症研究所を名乗り、豚インフルエンザへの注意を呼びかける不審な
メールが出回っています。
　発信者欄に「国立感染症研究所」とあり、題名が「豚インフルエンザに関す
る基礎知識を身につけましょう」などと書かれています。添付されている「ブ
タインフルエンザに関する知識」などのファイルを開くとシステムが破壊され
たりする恐れがあります。
　国立感染症研究所ではメールによる注意喚起を行っていないため、不審なメ
ールは添付ファイルなどを開かず、削除しましょう。

新型インフルエンザといっても毒性はさまざま

過去の新型インフルエンザは、すべて弱毒型の
鳥インフルエンザがもとになっていた

スペインかぜ
（1918 年）
死者

4,000～8,000 万人

アジアかぜ
（1957 年）
死者

200万人

香港かぜ
（1968 年）
死者

100万人

H５N１型
新型

インフルエンザ

出現が恐れられる
Ｈ５Ｎ１型新型インフルエンザは
もとになる鳥インフル工ンザの

毒性が段違いに強い

鳥インフルエンザ
弱毒型

（局所感染）
強毒型

（全身感染）

ほとんどのウイルスは、
腸管・呼吸器のみで増え、
症状はほとんどない

H５、H７ウイルスの
一部は全身で増え、
多臓器不全により
死に至る

毒性の比較
H５N１型新型インフルエンザと過去の新型インフルエンザ

種類
毒性・サイトカイン・ストームの有無
スペインかぜ
弱毒型・サイトカイン・ストーム有り
アジアかぜ
弱毒型・サイトカイン・ストーム無し
H５N１型鳥インフルエンザ（鳥→人感染）
強毒型サイトカイン・ストーム有り
H５N１型鳥インフルエンザ（人→人感染）
強毒型・サイトカイン・ストーム？

感染発症者の致死率

2％

0.5％未満

60％以上

高率も予想される

※1

※2

※1　致死率とは、発症した人のなかでの死亡した人の割合
※2　スペインかぜを超えると予想される。米国は 20％の致死率を想定した訓練もしている

　

メ
キ
シ
コ
に
端
を
発
し
た
豚
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
で
、

日
を
追
う
毎
に
深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
。

4
月
30
日
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

が
フ
ェ
ー
ズ
（
警
戒
水
準
）
を
5
に
引

き
上
げ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
今

後
世
界
的
に
流
行
す
る
可
能
性
が
極
め

て
高
い
と
指
摘
し
、
わ
が
国
で
も
こ
れ

に
対
応
し
た
感
染
防
止
対
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
Ｈ

５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
起
源

と
す
る
タ
イ
プ
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
各
事
業
者
に
お

い
て
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。

　

そ
こ
で
、
今
号
で
は
元
国
立
感
染
症

研
究
所
研
究
員
で
医
学
博
士
の
岡
田
晴

恵
先
生
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
知
識
の
ワ
ク
チ
ン
）

を
も
と
に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

に
つ
い
て
緊
急
に
特
集
し
た
。

　

発
生
す
る
時
期
を
正
確
に
予

測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、

Ｈ
5
Ｎ
1
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
解
析
の

結
果
、
だ
ん
だ
ん
と
人
に
感
染

し
や
す
い
よ
う
に
変
異
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
発
生
ま
で
の
導
火
線
は
確

実
に
短
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

※
Ｈ
5
Ｎ
1
型
と
は
別
の
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
由
来
す
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
こ
の
場

合
は
弱
毒
型
の
可
能
性
が
高
い
）

が
発
生
す
る
可
能
性
も
否
定
で

き
ま
せ
ん
。

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
変
異
し
や
す
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
人
の
遺
伝
子
の
突
然
変
異

に
比
べ
て
、
約
１
０
０
０
倍
も

高
率
に
変
異
を
起
こ
す
上
、
エ

ラ
ー
を
修
復
す
る
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

変
異
の
起
こ
る
率
は
一
定
な

の
で
、
鳥
類
で
の
流
行
や
人
へ

の
感
染
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ

ど
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

の
可
能
性
は
高
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

◇
発
生
す
る
か
ど
う
か
で
は
な

く
い
つ
発
生
す
る
か
の
問
題

　

現
在
、
Ｈ
5
Ｎ
1
型
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
世
界
中
に
広
が

っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
完
全
に
な
く
し
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
で
は
「
Ｈ
5
Ｎ
1
型
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
、

発
生
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
で

な
く
、
い
つ
発
生
す
る
か
の
問

題
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
い
つ
発
生
す
る
か
？

新型インフルエンザの発生メカニズムは
次の 2パターンだと考えられています

（代表例：スペインかぜ） （代表例：アジアかぜ、香港かぜ）

水鳥

ニワトリ

ニワトリ 人

人またはブタ

●鳥同士で感染が繰り返される中
で、人へも感染するように変異
して発生

鳥インフルエンザ
ウイルス

鳥同士で感染
しながら変異
が進む

通常の人のイ
ンフルエンザ

鳥同士で感染しながら
変異が進む

鳥インフルエンザウイルスと通
常の人のインフルエンザが人ま
たはブタの中で交雑する
※ブタは、鳥、人両方のインフルエン
ザに感染します。

人にも感染するように
変異が進み新型インフ
ルエンザが発生する

人に感染するウイルスに変異し
新型インフルエンザが発生する

●鳥インフルエンザウイルスと人のインフルエン
ザウイルスが人またはブタの体内で混ざり新し
いウイルスが誕生

【
知
識
編
】


